
質す！
疑義を

た　だ

う！
市政を

問う！

QRコードから録画配信にアクセスできます。

　
令
和
６
年
度
か
ら
こ
ど

も
家
庭
部
に
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
。
当

事
者
へ
ど
う
周
知
す
る
の
か
。

ま
た
、
中
心
と
な
る
統
括

支
援
員
や
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、
新
た
な
認

定
資
格
取
得
研
修
の
受
講
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
周
知
方
法
は
、
広
報
ふ

く
つ
４
月
号
に
特
集
記
事
を

掲
載
し
、市
民
に
周
知
す
る
。

当
事
者
に
は
、
改
訂
し
た
子

育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
を

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

認
定
資
格
取
得
研
修
の
受

講
予
定
は
な
い
が
、
統
括
支

援
員
は
国
県
実
施
の
基
礎
研

修
と
実
務
研
修
を
受
講
す
る

予
定
で
あ
る
。
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
非
常
に
重
要
な
の
で
、

ほ
か
の
専
門
職
も
各
種
の
研

修
を
通
し
て
、
技
術
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

髙山 賢二 議長

今回は
5会派でした

今回は
11人でした

市長の新年度の予算編成
方針に対して、会派の代表が
総括して質疑をしました。

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

※質疑と質問の違いは13Pのコラムをご覧ください。

　

財
源
確
保
す
る
に
は
、

観
光
資
源
を
ど
う
生
か
し
て

取
り
組
む
の
か
。
ふ
る
さ
と

納
税
や
基
金
運
用
の
現
状
を

踏
ま
え
て
、今
後
の
見
解
は
。

　
福
津
の
産
品
や
観
光
資

源
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
強
化
し
、
６
次
産
業

化
に
寄
与
す
る
製
造
業
や
加

工
業
、
農
業
生
産
法
人
等
を

誘
致
す
る
こ
と
が
、
財
源
確

保
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
制
度
改

正
も
あ
り
、
今
後
は
厳
し
い

状
況
。
令
和
５
年
度
は
前
年

度
よ
り
約
１
億
円
減
の
見
込

み
。
基
金
運
用
も
、
令
和
元

年
度
３
億
９
０
０
万
円
か
ら

令
和
５
年
度
約
６
０
０
０
万

円
に
配
当
が
減
少
。
こ
れ
ら

は
、
恒
久
的
な
財
源
確
保
策

と
は
言
え
な
い
。
自
主
財
源

確
保
に
お
い
て
、
宿
泊
施
設

を
含
め
た
企
業
誘
致
が
有
効

で
あ
る
。

企業誘致等での財源確保をどう考えるか
滞在型観光をめざし、宿泊施設の誘致が有効と考えている

中村 清隆 議員
▲自主財源の一つ、ふる
さと納税の返礼の品々

　
竹
尾
緑
地
の
新
設
校
計

画
を
白
紙
撤
回
し
た
た
め
、

新
設
校
の
開
校
が
遅
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、既
存
の
小・

中
学
校
施
設
の
増
設
が
必
要

と
な
っ
た
。そ
の
事
業
費
は
。

ま
た
、
財
政
的
事
情
に
よ

り
取
り
や
め
と
な
っ
た
、
四

角
地
区
の
中
学
校
の
新
設
計

画
に
投
じ
た
経
費
は
。

　
新
設
校
の
開
校
が
遅
れ

た
こ
と
で
、
福
間
小
学
校
に

リ
ー
ス
校
舎
を
、
福
間
中
学

校
に
校
舎
を
増
築
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
費
用
は
合
計
で

14
億
５
０
０
０
万
円
と
な
る
。

四
角
地
区
の
中
学
校
新
設

計
画
は
、
令
和
４
年
７
月
か

ら
業
務
に
着
手
し
て
い
た
。

建
設
予
定
地
に
係
る
測
量
設

計
業
務
、
物
件
補
償
等
調
査

業
務
、
用
地
購
入
の
た
め
の

不
動
産
鑑
定
評
価
業
務
等
の

調
査
業
務
に
２
０
０
０
万
円

の
支
出
を
行
っ
た
。

中止した四角地区の新中学校に投じた経費は
不動産鑑定評価等調査業務に2000万円を支出した

秦 浩 議員
▲令和７年度完成予定の
福間中学校増設校舎

　

文
部
科
学
省
は「
①
継

続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
が
で
き
る
環
境
、
②
教
員

の
負
担
軽
減
」を
目
的
に
、

令
和
８
年
度
ま
で
に
部
活
動

の
地
域
移
行
を
推
進
し
て
い

る
。
し
か
し
、
本
市
で
は
明

確
な
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な

い
。
行
政
が
教
育
環
境
の
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
関
係

各
所
と
連
携
し
て
取
り
組
む

事
が
必
要
で
は
。

　
検
討
協
議
会
は
ま
だ
設

置
し
て
お
ら
ず
、
方
針
も
未

策
定
の
状
況
。一
方
、市
の
調

査
で
は
教
員
の
７
割
が「
部

活
動
が
負
担
」と
回
答
し
た
。

現
在
、
段
階
的
に
休
日
の
活

動
日
を
削
減
し
て
い
る
。

今
後
、
中
学
生
が
参
加
可

能
な
地
域
の
団
体
と
連
携

し
、
周
知
し
て
い
く
。
令
和

６
年
度
は
検
討
協
議
会
を
設

置
し
、
８
年
度
の
移
行
に
向

け
推
進
す
る
。

部活動の地域移行をどう推進するのか
令和８年度の休日完全移行をめざし、取り組みたい

中村 恵輔 議員
▲本市の教育環境にあった対
策を（過大規模校の部活動）

総括質疑

一般質問 　
観
光
拠
点
と
な
る
津
屋

崎
地
区
に
老
朽
化
し
て
い
る

旧
魚
正
の
大
き
な
建
物
が
放

置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
景

観
を
損
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

観
光
客
の
リ
ピ
ー
ト
率
向

上
の
た
め
に
は
、
観
光
客
が

ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
せ
る

施
設
や
公
衆
ト
イ
レ
等
の
整

備
も
重
要
で
は
な
い
か
。

　
令
和
６
年
度
の
予
算
で

旧
魚
正
の
解
体
設
計
業
務
を

計
上
。
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
や

狭
い
敷
地
内
で
の
解
体
方
法

の
設
計
を
行
い
、
事
業
費
を

把
握
す
る
。
ま
た
、
周
辺
へ

の
飛
散
を
防
ぐ
防
護
措
置
を

予
算
計
上
し
て
い
る
。

公
衆
ト
イ
レ
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
地
域
に
も
必
要
な

施
設
で
あ
る
。
老
朽
化
の
問

題
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源

で
は
あ
る
が
、
行
財
政
改
革

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

観光拠点整備で観光消費額をどう拡大するか
公共施設の整備を進め観光客の回遊性と滞在時間を拡大

倉元 敏徳 議員

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

▲老朽化著しい
旧魚正の建物

福津誠和会

　
新
年
度
予
算
編
成
方
針

で
は
、
公
共
施
設
を
利
用
す

る
受
益
者
と
利
用
し
な
い
人

と
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
、

早
急
な
使
用
料
適
正
化
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
令

和
５
年
３
月
定
例
会
で
の
条

例
改
正
案
否
決
後
、
行
政
評

価
委
員
会
に
諮
り
、
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

　
委
員
会
で
は
、「
全
公
共

施
設
に
税
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
知
で
き
る
説

明
と
対
話
で
、
市
民
の
理
解

を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
」

ま
た
、「
物
価
上
昇
に
合
わ

せ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

受
益
者
負
担
増
は
避
け
ら
れ

な
い
」な
ど
の
意
見
が
出
た
。

答
申
書
に
は
、
次
世
代
に

不
利
益
を
残
さ
な
い
た
め
に

も
決
断
の
時
が
来
て
お
り
、

使
用
料
の
見
直
し
を
進
め
る

べ
き
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

施設使用料見直しの行政評価委員会意見は
対話の機会を増やし、市民の理解を促進することが重要

尾島 武弘 議員
▲使用料の見直しが再々検討
されている公共施設の一つ

新政会

　
津
屋
崎
千
軒
を
中
心
と

し
た
津
屋
崎
地
区
一
帯
の
活

性
化
を
事
業
者
と
足
並
み
を

揃
え
た
新
た
な
取
り
組
み
を

行
う
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
。

ま
た
、
観
光
産
業
活
性
化

協
議
会
中
間
報
告
で
、
観
光

消
費
単
価
や
観
光
客
数
な
ど

の
調
査
の
再
検
討
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
管
理
や

調
査
事
業
は
経
営
戦
略
課
で

一
元
化
し
、
横
断
的
な
体
制

で
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
協
会
や

事
業
者
と
連
携
し
て
、
体
験

ツ
ア
ー
な
ど
を
創
設
す
る
。

今
後
、
新
た
な
観
光
資
源
も

活
用
し
、
福
津
の
め
ざ
す
べ

き
観
光
に
取
り
組
む
。

基
礎
デ
ー
タ
の
把
握
や
管

理
は
、
政
策
立
案
で
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
経
営
戦
略
課

を
中
心
に
一
元
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

津屋崎地区活性化の新たな取り組みとは
ＤＭＯが事業者との連携を強めて体験ツアーなどを創設

榎本 博 議員
▲津屋崎千軒と国の重要文
化財に指定された豊村酒造

みんなの声によるみんなの会

　

本
市
の
食
料
備
蓄
は
、

家
庭
は
３
日
分
、
市
は
避
難

者
２
４
０
０
人
の
１
日
分
と

し
て
い
る
。
市
の
備
蓄
は
最

低
で
も
３
日
分
は
必
要
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
も
必
需
品

と
考
え
る
。ま
た
、避
難
所
の

空
調
整
備
も
必
要
だ
。
避
難

時
の
高
齢
者
等
へ
の
支
援
で

は
、
約
１
万
人
弱
の
未
把
握

者
が
お
り
、名
簿
化
す
べ
き
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
対
策
は
。

防
災
に
お
け
る
自
助
・
共

助
・
公
助
の
考
え
は
、
市
を

主
体
者
で
な
く
補
助
的
支
援

者
に
し
て
い
る
。
見
解
は
。

　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

見
直
す
が
、
他
の
備
蓄
品
は

県
の
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
備

え
る
。
空
調
整
備
は
財
源
的

に
困
難
。
要
支
援
者
の
把
握

は
、
地
域
支
え
あ
い
連
絡
カ

ー
ド
の
回
収
率
向
上
を
図
る
。

防
災
で
の
自
助
・
共
助
・

公
助
の
考
え
は
継
続
す
る
。

防災における市の役割、備蓄品の充実は
家庭は３日分、市は１日分を備蓄し、防災力の要となる

戸田 進一 議員
▲災害時の備えは、
市が主体的に

日本共産党

新設こども家庭センターの周知と充実は
広報紙や窓口で周知し、研修で職員のスキルアップを図る

▲４月から市役所内に開設
した、こども家庭センター豆田 優子 議員

ミモザの会

質

質

質

質

質

8議 会 だ よ り  ふ く つ9 議 会 だ よ り  ふ く つ



QRコードから録画配信にアクセスできます。

ほかにもこんな質問がありました
議員名 その他の質問

中村　清隆 本市の予算・決算について

秦　　　浩 高齢者への予防接種の補助制度について

中村　恵輔
地域学校協働活動推進員（地域コーディネー
ター）の現状について

教育長の選任について

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①災害備蓄品として何人分の食料と
　水を準備している？
②総括質疑を行った会派数は？
③「なるほど福津市議会」に登場した
　キャラクターの数は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

市政を

　
女
性
支
援
新
法
が
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
市
の

支
援
体
制
と
窓
口
に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
で
多
い
内
容
は
。

言
語
の
壁
が
あ
り
、
相
談
し

づ
ら
い
外
国
人
の
支
援
は
。

ま
た
、
４
月
設
置
の
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
次
期
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

と
、
新
法
と
の
関
係
性
は
。

　
窓
口
や
電
話
で
の
相
談

を
実
施
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
、

離
婚
、
家
族
な
ど
の
相
談
が

多
い
。
別
の
窓
口
で
対
応
中

に
支
援
の
必
要
性
が
判
明
し

た
場
合
は
、
支
援
担
当
課
と

連
携
。
外
国
人
支
援
は
、
多

言
語
に
対
応
す
る
相
談
機
関

に
つ
な
い
で
い
る
。
今
後
も

困
難
を
抱
え
る
女
性
の
相
談

窓
口
の
周
知
に
努
め
た
い
。

子
ど
も
に
関
わ
る
計
画
や

施
策
の
母
子
支
援
の
中
で
、

女
性
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

よ
う
に
動
い
て
い
く
。

困難な問題を抱える女性への市の支援は
相談体制を整えて庁内連携、または専門機関へつなぎ対応

石田 まなみ 議員
▲市の相談支援の１つ　ふく
つこころと生き方の相談

　
避
難
情
報
や
災
害
情
報

を
知
る
に
は
、
最
新
版
防
災

マ
ッ
プ
の
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
、防

災
す
ま
っ
ぽ
ん
や
Ｔ
Ｖ
で
の

情
報
発
信
が
必
要
。
今
後
の

防
災
情
報
の
周
知
方
法
は
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
情

報
収
集
や
共
有
、
被
災
地
の

支
援
等
の
情
報
な
ど
、
防
災

と
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

絡
め
て
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
最
新
版
防
災
マ
ッ
プ
は

３
月
下
旬
に
更
新
す
る
予
定

で
あ
る
。
防
災
す
ま
っ
ぽ
ん

は
更
新
を
行
い
、
啓
発
を
進

め
て
い
く
。
Ｔ
Ｖ
で
の
防
災

情
報
の
発
信
は
他
自
治
体
の

活
用
を
見
極
め
な
が
ら
導
入

の
方
向
性
を
考
え
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
は
、
防
災
情
報

の
迅
速
な
発
信
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
ど
の
ツ
ー
ル

を
活
用
す
る
か
を
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

防災と絡めた自治体ＤＸ推進の必要性は
防災情報の発信に重要な役割を果たすため活用を検討する

福井 崇郎 議員
▲日頃からの防災・減災に備
えて防災マップの活用を

　
情
報
公
開
請
求
の
決
定

期
限
を
30
日
に
延
ば
し
た
の

は
、
福
岡
県
内
で
11
の
自
治

体
の
み
で
48
の
自
治
体
は
変

更
し
て
い
な
い
。
決
定
期
限

を
14
日
以
内
に
戻
す
検
討
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
教
育
委
員
会

議
事
録
の
新
設
校
に
関
す
る

協
議
で
、
非
公
開
に
な
っ
て

い
る
部
分
は
情
報
公
開
条
例

13
条
２
項
に
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
。

　
改
正
案
を
提
出
し
た
経

緯
か
ら
決
定
期
間
を
戻
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
現
時

点
で
改
正
は
適
正
と
考
え
る

が
、
今
後
は
何
が
で
き
る
か

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
事
録
の
当
該
部
分
は
、

地
教
行
法
第
14
条
７
項
の
規

定
に
基
づ
き
非
公
開
に
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
た
部
分
で

あ
り
、
記
録
を
作
成
し
て
い

な
い
た
め
不
存
在
で
あ
る
。

本市では情報公開を積極的に進めたいのか
市民にとって有益なため、市として積極的に進めたい

山本 祐平 議員
▲市民に開かれた
情報公開制度運用を

　
市
民
よ
り
、
市
営
住
宅

に
な
か
な
か
入
れ
な
い
と
の

声
を
聞
く
。入
居
の
現
状
は
。

ま
た
、
一
部
の
団
地
は
か

な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。
建

て
替
え
の
計
画
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

　
市
内
５
つ
の
市
営
住
宅

で
合
計
２
４
３
戸
あ
り
、
現

在
１
６
４
戸
に
入
居
が
あ

る
。
空
室
の
清
掃
や
改
修
の

た
め
新
規
入
居
に
時
間
を
要

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
花

見
団
地
、
星
ヶ
丘
団
地
は
築

年
数
が
経
過
し
て
い
る
た

め
、
団
地
単
位
で
の
建
て
替

え
を
検
討
中
で
、
新
規
募
集

を
停
止
し
て
い
る
。

現
計
画
は
様
々
な
要
因
で

実
現
で
き
な
か
っ
た
。
次
期

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
で

は
、
建
て
替
え
に
あ
た
り
複

合
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど

も
考
慮
し
、
新
た
に
必
要
戸

数
も
再
検
討
す
る
。

老朽化した市営住宅の建て替えの計画は
花見団地、星ヶ丘団地は棟を統合し、建て替えを検討する

中村 晶代 議員
▲老朽化し建て替えが
急がれる市営住宅

　
日
本
は
世
界
有
数
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
保
有
国
だ
が
、
そ
の
利

用
率
は
低
い
。
特
に
、
男
性

救
助
者
は
、
女
性
傷
病
者
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
を

躊
躇
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
胸
部
を
覆
い
隠
せ
る
三

角
巾
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
に

配
備
し
て
は
。
三
角
巾
は
傷

病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮

以
外
に
も
、
骨
折
時
の
固
定

や
止
血
に
も
活
用
で
き
る
。

ま
た
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
会
時
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
三
角
巾
配
備
の
必
要
性

は
十
分
に
理
解
で
き
る
の

で
、
他
自
治
体
の
状
況
な
ど

を
調
査
し
て
、
設
置
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

式
典
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

会
時
に
お
け
る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
場
所
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

ＡＥＤボックスに三角巾を配備しては
傷病者のプライバシー配慮に有用であり、検討していく

井手口 忠信 議員
▲公共施設のＡＥＤに
三角巾の配備を

　
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
が

な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
他
市
で
は
市
役
所

内
で
の
就
労
継
続
支
援
施
設

の
積
極
的
な
参
画
が
多
く
、

福
祉
事
業
者
の
定
期
的
な
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
市
で
は
昼
休
み

の
食
品
販
売
の
み
で
あ
る
。

市
役
所
内
で
の
店
舗
運
営
等

の
企
画
を
協
議
し
て
い
る
の

か
。

　
Ａ
型
支
援
を
希
望
す
る

人
の
受
皿
が
な
い
こ
と
を
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

市
役
所
内
で
の
参
画
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
就
労
継
続
支

援
施
設
等
に
売
店
や
食
堂
の

運
営
参
画
を
促
す
べ
き
で
は

あ
る
が
、実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
市
役
所
の
中
庭
等

の
有
効
活
用
も
検
討
し
、
福

祉
事
業
者
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本市内にある就労支援施設数は
就労移行支援２カ所、Ａ型支援０カ所、Ｂ型支援８カ所

大山 隆之 議員
▲就労継続支援施設
での作業の様子

　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

適
正
で
公
平
な
教
育
環
境
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
令
和
５
年
度
末
ま
で
に

作
成
す
る
と
答
弁
し
た
小
・

中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配

置
計
画
策
定
の
進
捗
は
。

過
大
規
模
校
で
あ
る
福
間

南
小
学
校
の
適
正
規
模
化
へ

の
具
体
策
は
何
か
。
い
つ
ま

で
に
取
り
組
む
の
か
。

　
適
正
規
模
適
正
配
置
計

画
は
、
過
大
規
模
校
の
緩
和

対
策
が
未
決
定
な
の
で
、
計

画
策
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

福
間
南
小
学
校
、
福
間
中
学

校
の
過
大
規
模
緩
和
対
策
の

方
針
や
方
向
性
の
決
定
後
に

計
画
書
と
し
て
ま
と
め
た
い
。

福
間
南
小
学
校
に
対
す
る

具
体
策
は
、
校
区
再
編
を
実

施
予
定
。
令
和
６
年
度
に
方

向
性
を
示
し
、
令
和
７
年
度

に
周
知
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
実
施
を
め
ざ
し
た
い
。

福間南小の過大規模解消への具体策は
６年度に校区再編方向性を示し、７年度周知、８年度実施

佐伯 美保 議員
▲児童数1586人、59学級の
福間南小学校（令和５年度）

　
国
の
幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
以
降
、
保
育
料
は
無

償
に
な
っ
た
が
、
新
た
に
給

食
の
副
食
材
料
費
が
保
護
者

負
担
に
な
っ
た
。
市
と
私
立

保
育
園
は
委
託
契
約
の
関
係

で
、
市
は
保
育
を
私
立
保
育

園
に
委
託
し
委
託
費
を
払
っ

て
い
る
。
保
育
園
は
給
食
が

義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
給
食

は
保
育
の
一
環
で
あ
る
。
市

が
委
託
す
る
保
育
に
給
食
が

含
ま
れ
る
の
だ
か
ら
、
給
食

費
は
保
護
者
負
担
で
は
な

く
、
市
が
委
託
費
と
し
て
保

育
園
に
払
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
保
育
無
償
化
以
前
か
ら

食
材
費
は
保
護
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
給
食
の
委
託

は
調
理
員
や
栄
養
士
へ
の
人

件
費
を
委
託
費
と
し
て
支
払

っ
て
い
る
。
な
お
、
食
材
費

に
つ
い
て
は
保
護
者
が
負
担

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

保育所の給食費は市が負担すべきでは
児童数が多く直ちには難しいが、国の状況を確認していく

岩下 豊 議員
▲保育所の給食費
完全無料化を求める

議員名 その他の質問

大山　隆之 役所内システム等のＤＸの進捗状況につい
て

井手口 忠信 Ａ　ペアレンタルコントロールアプリにつ
いて

中村　晶代
ワクチン接種について

こども家庭センターについて

佐伯　美保

新設校と周辺地域の防災対策について

竹尾池（下）上流部への土砂投棄（盛土）への
防災対策について

第２次福津市環境基本計画について

岩下　　豊 小・中学校の過密解消・緩和策について

福井　崇郎 保育の質の向上と保育環境の整備について

山本　祐平 不登校児童・生徒の現状と対応について

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

1 0議 会 だ よ り  ふ く つ1 1 議 会 だ よ り  ふ く つ


